
採択大学：新潟大学（強化を図る機能：①、②）

取組内容の概要

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

連携大学：中部大学 参画機関：東北大学、大阪大学、量子科学技術研究開発機構、オーフス大学、
インド理科大学院大学、ボルドー大学

取組内容の概要

10年後の

Vision

インド理科大学院大学

オーフス大学

ボルドー大学

神経科学

ワイン科学

情報科学

海外

●連携大学
●参画機関

中部大学

東北大学

大阪大学

量子科学技術研究開発機構

ELSI

AI・数理 創薬イノベーション

バイオバンク・
スタートアップ

新潟大学

国内

統合IRの強化

ベンチマーク比較による
プロセスと戦略の明確化

アウトカム評価による
重点領域の設定

新領域・新展開へ向けた再投資

■…共同運用ラボ

R＆I戦略2
成長・未来分野

量子研 創薬イノベーション

オーフス大学 神経科学

ボルドー大学 ワイン科学

Ｃひとバイオリソース複合センター
東北大学 バイオバンク

ＣAI数理情報連携センター中部大学 AI・数理 インド理科大学院大学 情報科学

ＣELSI連携センター 大阪大学 ELSI

”脳といのち“領域
脳神経病態研究、

再生医療等

”食と健康“領域
耐環境コシヒカリ研究、

食味・機能性食品研究等

“国際的優位性”や“特色ある分野”を結びつけた重点領域

研究とイノベーション(R＆I)を両輪として発展・強化

研究力強化推進本部

【学長直轄特区】
アウトカム

成果

戦略的飛躍プログラムの設置R＆I戦略4

R＆I戦略1 組織化と成果創出のため
の組織マネジメント強化

R＆I戦略2 成長・未来分野

の強化
国内外大学との

連携強化
R＆I戦略3

高度人材活用戦略
若手研究者等が活躍できる環境整備、対外的発展のためのUA強化・事務系職員の活躍推進

⚫組織マネジメント
⚫特区を活用したR＆I連携推進
⚫戦略的知財・広報マネジメント

⚫ひとバイオリソース複合センター
⚫AI数理情報連携センター
⚫ELSI連携センター

⚫国内：中部大学*、東北大学、大阪大学、QST
⚫海外：オーフス大、ボルドー大、
⚫インド理科大学院大

⚫ 若手研究者：活躍支援制度（キャリア支援制度）
⚫ 博士活躍：融合型学位プログラム

⚫ 高度専門人材：UA組織化＆事務専門職強化
⚫ 大学プロセスDX：研究者の時間確保

ブレインヘルスイノベーションセンター
（仮称）

R4補正地域中核施設整備事業

⚫第2フェーズ中に4PJ選定、PDを配置
⚫R&I戦略1・2・3を活用、重点投資

✦「脳といのち」「食と健康」を重点領域に設定し、地域が頼りにし世界に貢献する研究成果の創出と社会実装を行う

✦国内外研究機関との連携を通して３センター及び７つのラボを設置。優れた研究人材が集い活躍する場を形成する

✦これらの達成に向け、高度専門人材が事務職と連動して活躍し、教学と経営の分離協働により

各教職員が能力を活かせる魅力的な職場を構築する



実施体制

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）



取組内容の時系列イメージ

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

アウトカムⒶ
重点領域“脳といの
ち”における戦略的
飛躍プログラム構成
PI発表のTop10%
論文数

アウトカムⒷ
全学における受託
・共同研究費獲得
額

アウトカムⒸ
ブレイン＆メディカル・
ノベーションセンター
の共同利用数

アウトカムⒹ
共創イノベーション・
プロジェクト（共創
IP）に参加した自
治体・企業等からの
満足度



アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

機能 アウトカム指標Ⓐ 申請時点 ５年後 10年後

①
重点領域“脳といのち”における戦略的飛
躍プログラム構成PI発表のTop10%論文
数

11編／年 19編／年 30編／年

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①
重点領域“脳といのち”における戦略的飛
躍プログラム構成PI発表のQ1論文数

61編／
年

63編／
年

66編／
年

69編／
年

71編／
年

74編／
年

90編／
年

※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓑ 申請時点 ５年後 10年後

② 全学における受託・共同研究費獲得額 25億円／年 36億円／年 53億円／年

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
R&I戦略2における成長・未来分野に関
連するプロジェクト数

18件／
年

19件／
年

21件／
年

23件／
年

25件／
年

27件／
年

39件／
年



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS） ※本指標は令和７年10月時点のもの

機能 アウトカム指標Ⓒ 申請時点 ５年後 10年後

①、
②

ブレイン＆メディカル・ノベーションセンターの
共同利用数

56件／年 70件／年 87件／年

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

①、
②

バイオリソース活用活性化に向けた整備状
況

各生体リ
ソースを個
別管理

ブレイン＆
メディカル・
イノベー
ションセン
ターの運
用体制整

備

生体リ
ソースのタ
グ付完了

生体リ
ソースの
オープン＆
クローズド
戦略設計

広く関連
する基礎・
臨床研究
の連携体
制構築

海外展開
を見越し
た知財等
の強化

国際的な
利活用を
円滑に実
行可能な
拠点

アウトプット・アウトカム指標（ビジョン実現に向けた取組の進捗管理や、中間評価・最終評価を行うためのツールの1つ）

機能 アウトカム指標Ⓓ 申請時点 ５年後 10年後

②
共創イノベーション・プロジェクト（共創
IP）に参加した自治体・企業等からの満
足度

6割以上 7割以上 8割以上

機能 アウトプット指標 申請時点 １年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後 10年後

②
共創イノベーション・プロジェクト（共創
IP）の形成数

６件 ７件 ８件 ９件 10件 12件 20件



共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）

地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：①）
【共通指標区分：研究成果に関する指標】

【共通指標区分：外部からの資金獲得に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

UAの配置等による外部資金獲得体制の強化
研究推進・産学地域連
携を中心にUAを配置

国際・広報を含むすべての
領域にUAを配置

独創的研究の発掘や次
世代フラッグシップ創生を
実現する資金調達体制
を確立

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

全学における受託・共同研究費獲得額 25億円／年 36億円／年 53億円／年

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

重点領域の強化と融合研究・新領域創出の状況
“脳といのち”領域および
“食と健康”領域を重点領
域として設定

フラッグシップとなるプロジェ
クトを創出

関連研究領域での日本
を代表とする拠点

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

重点領域“脳といのち”における戦略的飛躍プログラム構成
PI発表のQ1論文数

61編／年 74編／年 90編／年

※本指標は令和７年10月時点のもの



地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

（強化を図る機能：②）
【共通指標区分：新しい価値の創造に関する指標】

【共通指標区分：社会実装に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

研究成果の地域・国内外での社会実装の状況 新施設の整備
ひとバイオバンクの社会実
装に向けた体制構築

社会インパクトのある成果
の創出

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

共創イノベーション・プロジェクト（共創IP）に参加した自
治体・企業等からの満足度

6割以上 7割以上 8割以上

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

重点領域を中心としたニーズ・シーズ探索体制の構築状
況

統合IRを地域情報領
域へ拡大

学内他分野・研究機関・企
業等のニーズ・シーズ探索を
可能とする体制を構築

新領域創出および関連す
る資金調達体制を構築

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

企業等との共同研究件数 288件 321件 358件

【共通指標区分：国際的な活動に関する指標】

定性的な指標 申請時点 ５年後 10年後

国際ネットワークの構築状況
海外機関との連携に向け
た協議開始

海外参画機関等との共
同運用ラボ設置と研究
者・学生交流

ネットワーク拡大と本学を
拠点とする国際プロジェク
トの展開

定量的な指標 申請時点 ５年後 10年後

リエゾンプロフェッサーの配置人数 23人 31人 35人

※本指標は令和７年10月時点のもの

共通指標（各採択大学、事業推進委員会及び伴走チームの意識合わせのためのツールの1つ）


